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2022年度 第8回外国語学研究科委員会 議事録要旨 

 

日  時：2023 年 1 月 16 日（月）11 時 30 分〜 

場  所：ZOOM によるオンライン会議 

委員定数：27名（定足数14名） 

出 席 者：21 名 

議  長：鈴木敬了（外国語学研究科委員長） 

 

議 案： 

１．大東文化大学大学院学則第 56 条に基づく 2022 年度長学長賞候補者の推薦について 

議長より、資料に基づき「大東文化大学大学院学則第 56 条に基づく 2022 年度長学長賞候

補者の推薦」に関する説明がなされ、併せて各専攻主任より推薦者がいない旨報告がなされ、

これが承認された。 

 

２．大学院改革について 

議長より、資料に基づき「大学院改革（①課題解決型・分野横断型の「特別教育研究コース」

（仮称）、④遠隔授業の本格導入」に関して、今後の検討課題としていく旨説明がなされ、こ

れが承認された。 

なお、議長の指名を受け、日本言語文化学専攻主任より、資料に基づき「大学院改革（③外

国語学研究科 日本言語文化学専攻の日本語講座の他研究科への開放（主対象：留学生））」に

関する説明がなされ、併せてこれが承認された。 

 

３．【回収】2022 年度 修士論文の提出について 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任および日本言語文化学専攻主任より、資料に基

づき「2022 年度 修士論文（1.中国言語文化学専攻 2. 日本言語文化学専攻）」の提出および主

査・副査に関する説明がなされ、これが承認された。 

 

４．【回収】2023 年度 大学院研究生オンライン面接試験の実施について 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任より、資料に基づき「2023 年度 大学院研究生

オンライン面接試験の実施」に関する説明がなされ、これが承認された。  

 

５．2023 年度 大学推薦による国費外国人留学生（研究留学生）の募集について  

 議長より、資料に基づき「2023 年度 大学推薦による国費外国人留学生（研究留学生）の募

集」に関して、各専攻における申請希望がある場合、2023 年 1 月 27 日（金）までに外国語学

部事務室に資料を提出してほしい旨説明がなされ、これが承認された。 

 

６．2023 年度 外国語学研究科委員会開催日程（案）について 

議長より、資料に基づき「2023 年度 外国語学研究科委員会開催日程（第一案）」に関する

説明がなされ、これが承認された。 

なお、現時点における開催日程であり、以後に再度審議する旨併せて説明がなされた。 

 

７．次期各専攻主任の選出について（資料なし） 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任、研究科委員長（英語学専攻主任代理）および

日本言語文化学専攻主任より、次期各専攻主任に関する説明がなされ、これが承認された。  
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８．2023 年度 外国語学研究科科目編成表（案）について 

1. 中国言語文化学専攻 2. 英語学専攻 3. 日本言語文化学専攻 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任、研究科委員長（英語学専攻主任代理）および

日本言語文化学専攻主任より、各専攻資料に基づき「2023 年度 外国語学研究科科目編成表案

（1.中国言語文化学専攻 2.英語学専攻 3.日本言語文化学専攻）」の変更点に関する説明がな

され、これが承認された。 

 

９．2022 年度 第 6 回外国語学研究科委員会議事録について（2022 年 11 月 14 日） 

議長より、先にメールにて提示した「2022 年度 第 6 回外国語学研究科委員会議事録」に関

する加除修正等の有無について確認がなされ、これが承認された。  

 

10．2022 年度 第 7 回外国語学研究科委員会議事録について（2022 年 12 月 19 日） 

議長より、先にメールにて提示した「2022 年度 第 7 回外国語学研究科委員会議事録」に関

する加除修正等の有無について確認がなされ、これが承認された。  

 

11．その他 

  1. 2023 年度 春季大学院出願資格審査報告書について 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任および日本言語文化学専攻主任より、各専攻資

料に基づき「2023 年度 春季大学院出願資格審査報告書」に関する説明がなされ、大学院出願

資格が承認された。 

 

報告承認事項： 

１．【回収】2023 年度 国費外国人留学生（大使館推薦研究留学生）について 

議長の指名を受け、日本言語文化学専攻教授により、資料に基づき「2023 年度国費外国人

留学生（大使館推薦研究留学生）」に関する正式な受入依頼および指導教員に関する説明がな

され、これが承認された。 

 

２．2023 年度 外国語学研究科カリキュラムツリーの更新（日本言語文化学専攻）について  

議長の指名を受け、日本言語文化学専攻主任より、資料に基づき「2023 年度 外国語学研究

科カリキュラムツリー（日本言語文化学専攻）」の更新に関する報告がなされ、これが承認さ

れた。 

 

３．2023 年度 大学院学年暦（案）について 

議長より、メール会議にて審議した「2023 年度 大学院学年暦（案）」に関する報告がなさ

れ、これが承認された。 

 

４．その他 

なし。 

 

報告事項： 

１．大東文化大学大学院生に関わる学術研究活動助成規程の制定について  

議長より、資料に基づき「大東文化大学大学院生に関わる学術研究活動助成規程の制定」に

関する報告がなされた。 

 

２．大東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生外国留学に関する規程の改正

（案）並びに大東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生外国留学に関する規

程に係る奨学金給付基準の改正（案）について 
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議長より、資料に基づき「大東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生外国留

学に関する規程の改正（案）並びに大東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生

外国留学に関する規程に係る奨学金給付基準の改正（案）」に関する報告がなされた。 

 

３．2023 年度 大東文化大学大学院学生外国留学申請の再募集結果について  

議長より、資料に基づき「2023 年度 大東文化大学大学院学生外国留学申請の再募集結果」

に関する報告がなされた。 

 

４．2022（令和 4）年度 大東文化大学学位記授与式実施計画について 

議長より、資料に基づき「2022（令和 4）年度 大東文化大学学位記授与式実施計画」に関

する報告がなされた。 

 

５．2023（令和 5）年度 大東文化大学入学式実施計画について 

議長より、資料に基づき「2023（令和 5）年度 大東文化大学入学式実施計画」に関する報

告がなされた。 

 

６．2023 年度 大学院研究科委員長会議および大学院評議会会議日程について  

議長より、資料に基づき「2023 年度 大学院研究科委員長会議および大学院評議会会議日程」

に関する報告がなされた。 

 

７．2022 年度 博士学位授与祝賀会について(資料なし 2023 年 3 月 15 日記念品贈呈式予定) 

議長より、「2022 年度 博士学位授与祝賀会」は、2023 年 3 月 15 日に記念品贈呈式のみ実

施予定である旨、報告がなされた。 

 

８．2022 年度 中国言語文化学専攻後期中間発表会について（2022 年 11 月 26 日） 

議長の指名を受け、中国言語文化学専攻主任より、資料に基づき「2022 年度 中国言語文化

学専攻後期中間発表会」に関する報告がなされた。 

 

９．2022 年度 英語学専攻ワークショップ（英語教育学分野）について(2022 年 11 月 25 日) 

議長の指名を受け、英語学専攻准教授より、資料に基づき「2022 年度 英語学専攻ワークシ

ョップ（英語教育学分野）」に関する報告がなされた。 

 

10．2022 年度 英語学専攻第 2 回中間発表会について（2022 年 11 月 28 日） 

議長より、資料に基づき「2022 年度 英語学専攻第 2 回中間発表会」に関する報告がなされ

た。 

 

11．2022 年度 日本言語文化学専攻(応用日本語学系)中間発表について(2022 年 11 月 28 日) 

議長の指名を受け、日本言語文化学専攻主任より、資料に基づき「2022 年度 日本言語文化

学専攻(応用日本語学系)中間発表会」に関する報告がなされた。 

 

12．2022 年度 日本言語文化学専攻(日本言語文化学系)中間発表会について(2022 年 12 月 16

日) 

議長の指名を受け、日本言語文化学専攻主任より、資料に基づき「2022 年度 日本言語文化

学専攻(日本言語文化学系)中間発表会」に関する報告がなされた。 

 

13．その他 

議長より、「2022 年度 博士論文審査報告書」を 2023 年 2 月 13 日（月）までに外国語学部
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事務室に提出してほしい旨口頭による報告がなされた。 

 

議案 12．【回収】大学院担当教員資格審査について 

1. 日本言語文化学専攻（博士課程前期課程）「日本言語文化学実習ⅢA･B」 

議長の指名を受け、大学院担当教員資格審査委員会委員長より、候補者の資格審査について

の報告がなされ、質疑を受け付けた後、投票を行った結果、委員会は候補者について大学院科

目担当資格を有することを承認した。 

 

以 上 


